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2005 年を
ふ り 返 る

2005 年の主な出来事や話題をふり返ってみました。
そして、2006 年を新たな気持ちで迎えましょう。

■
３
９
１
人
門
出
を
祝
う
成
人
式

■
厚
生
連
滑
川
病
院
新
診
療
棟
完

　

成
■
高
規
格
救
急
車
導
入

■
滑
川
海
洋
深
層
水
分
水
施
設　

　
（
ア
ク
ア
ポ
ケ
ッ
ト
）
が
オ
ー

　

プ
ン

■
市
内
出
身
の
作
曲
家
・
高
階
哲

　

夫
さ
ん
作
詞
・
作
曲
の
歌
曲「
時

　

計
台
の
鐘
」
の
レ
コ
ー
ド
発
見

■
全
日
本
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

　

ス
ト
北
陸
大
会
で
滑
川
中
学
校

　

吹
奏
楽
部
が
金
賞
を
受
賞

■
市
政
功
労
者
15
人
１
団
体
を
表

　

彰
■
水
害
・
水
難
救
助
用
ボ
ー
ト
導

　

入
■
ほ
た
る
い
か
海
上
観
光
〜
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■
春
の
ホ
タ
ル
イ
カ
祭
り
開
催

■
富
山
医
療
福
祉
専
門
学
校
新
校

　

舎
地
鎮
祭

■
チ
ル
ド
レ
ン
ズ･

ミ
ュ
ー
ジ
ア

　

ム
開
催

■
豊
か
な
体
験
活
動
と
し
て
、小
・

　

中
・
高
の
枠
を
超
え
、
各
学
校

　

の
生
徒
た
ち
が
朝
の
あ
い
さ
つ

　

運
動
を
実
施

■
北
陸
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ

　

ム
開
催

１
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月■

深
層
水
足
湯
設
置
〜
10
月
上
旬

■
ふ
る
さ
と
龍
宮
ま
つ
り
開
催

■
「
タ
ウ
ン
オ
ア
シ
ス
構
想
打
ち

　

水
大
作
戦
」
を
実
施

■
初
の
女
性
消
防
団
員
入
団

■
東
福
寺
野
自
然
公
園
に
大
型
遊

　

具
「
ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
」
登
場

■
若
田
宇
宙
飛
行
士
講
演
会
開
催

■
戸
籍
事
務
の
電
算
化

■
西
部
小
学
校
校
舎
増
築
完
成

■
ア
ク
ア
ポ
ケ
ッ
ト
１
万
人
達
成

■
奥
野
榮
二
さ
ん
（
寺
町
）
100
歳

　

の
誕
生
日

■
個
人
情
報
保
護
条
例
が
施
行

■
な
め
り
Ｃ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
、
ア
ロ

　

ー
ズ
北
陸
サ
ッ
カ
ー
教
室
開
催

■
ほ
た
る
い
か
マ
ラ
ソ
ン

■
児
童
館
ま
つ
り
で
、
児
童
館
の

　

外
壁
に
600
人
の
子
ど
も
た
ち
の

　

手
形
に
よ
る
壁
画
完
成

■
東
地
区
で
、
地
域
住
民
と
市
消

　

防
本
部
が
協
力
し
、
防
災
避
難

　

訓
練
を
実
施

■
新
市
議
会
議
員
16
人
が
決
定

■「
こ
ど
も
110
番
の
車
推
進
団
体
」

　

に
委
嘱
状
を
交
付

■
な
め
り
Ｃ
Ａ
Ｎ
ク
ラ
ブ
、
メ
リ

　

ー
な
め
り
Ｃ
Ａ
Ｎ
開
催

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

謹　賀　　新　年
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
、
輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
十
月
、
五
年
ぶ
り
に
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
、
県
の
速
報
結
果
で
は
、

前
回
と
比
べ
県
内
の
大
半
の
市
町
村
お
い
て
人
口
が
減
少
す
る
中
、
本
市
人
口
は
、
三

万
四
千
七
人
と
な
り
、
人
口
増
加
率
一
．
九
％
は
、
県
内
市
町
村
の
中
で
三
番
目
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
国
勢
調
査
に
あ
た
り
調
査
員
の
方
々
や
市
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
に
対

し
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
製
造
品
出
荷
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
五
年
、
千
四
百
七
十
三
億
円

余
、
平
成
十
六
年
、
千
六
百
六
十
二
億
円
余
で
、
対
前
年
比
十
二
．
八
％
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
、
人
口
と
同
様
、
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
巡
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
お
い
て
は
、
地

方
へ
の
三
兆
円
の
税
源
移
譲
が
決
定
し
た
こ
と
は
、地
方
分
権
の
前
進
で
あ
り
ま
す
が
、

一
方
で
補
助
率
の
引
下
げ
な
ど
の
項
目
が
数
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
地
方
の
裁
量
、
自

由
度
が
高
ま
ら
な
い
な
ど
の
課
題
が
残
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
安
定
的
財
政
運
営
に
必

要
な
地
方
交
付
税
の
確
保
に
つ
い
て
も
未
だ
不
透
明
な
部
分
が
多
く
、
予
断
を
許
さ
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
市
の
新
年
度
に
お
い
て
は
、
西
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
・
耐
震
補
強

の
事
業
を
進
め
る
ほ
か
、
昨
年
末
に
起
工
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に

つ
き
ま
し
て
も
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
人
が
集
い
賑
わ
う
中
心

市
街
地
の
活
性
化
の
拠
点
と
し
て
、
平
成
十
九
年
春
の
完
成
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
一
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
海
洋
深
層
水
分
水
施
設
「
ア
ク
ア
ポ

ケ
ッ
ト
」
で
は
ミ
ネ
ラ
ル
脱
塩
水
や
高
濃
縮
水
な
ど
七
種
類
の
機
能
水
を
供
給
し
て
お

り
、
食
品
な
ど
の
産
業
分
野
の
ほ
か
、
家
庭
で
の
塩
作
り
や
入
浴
剤
と
し
て
も
多
く
使

わ
れ
、
オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
市
内
外
の
事
業
者
、
個
人
の
方
々
の
二
万
件
を
超
え
る
利

用
が
あ
り
、
今
後
も
よ
り
一
層
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
市
の
活
性
化
に
寄
与
す

る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
更
に
厳
し
さ
を
増
し
、
本
市
に

お
い
て
も
、
同
様
な
財
政
状
況
が
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
よ

り
一
層
の
行
財
政
改
革
の
推
進
を
は
じ
め
、
徹
底
し
た
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
、

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
自
助
、
共
助
、
公
助
の
理
念
に
基
づ
き
、
安
心
、
安
全
で
快

適
で
そ
し
て
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と
光
る
「
日
本
一
の
福
祉
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
、

市
民
の
皆
様
と
協
働
の
力
に
よ
っ
て
取
り
組
ん
で
ゆ
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

年
頭
の
想
い
を
「
去
年
今
年
貫
く
棒
の
如
き
も
の
」（
虚
子
）
の
句
に
託
し
、
皆
様
方

の
ご
多
幸
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

市
議
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
十
一
月
十
三
日
に
議
員
定
数
を
二
十
人
か
ら
四
人

削
減
し
て
は
じ
め
て
の
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
、
新
た
に
十
六
人
の
議
員
で

構
成
す
る
市
議
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
議
員
一
同
心
を
新
た
に
し

て
市
民
の
負
託
に
応
え
る
と
と
も
に
、
選
挙
期
間
中
に
掲
げ
た
公
約
の
実
現
に
誠
心
誠

意
取
り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
は
、
住
民
意
志
の
決
定
を
行
う
議
事
機
関
と
し
て
の
機
能
と
、
執
行
機
関
の
監

視
を
行
う
監
視
機
関
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
議
会
に
対

す
る
期
待
と
評
価
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
多
様
な
民
意
の
反
映
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
害
の

調
整
、
住
民
の
意
見
の
集
約
な
ど
の
役
割
を
果
た
す
と
い
う
責
任
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
私
は
、
昨
年
十
一
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
選
挙
後
は
じ
め
て
の
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
か
ら
の
推
挙
に
よ
り
市
議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
議
長
と
し
て
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
会
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
議

会
の
意
志
と
住
民
の
意
思
が
乖
離
し
な
い
よ
う
に
努
め
、
全
て
に
誠
を
尽
く
し
市
民
か

ら
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目
指
し
、
市
勢
の
伸
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
懸
命

の
努
力
を
傾
注
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
十
二
年
四
月
、
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、
わ
が
国
の
行
政
シ

ス
テ
ム
は
、中
央
集
権
型
か
ら
地
方
分
権
型
に
向
け
た
改
革
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

法
の
施
行
か
ら
五
年
余
を
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
、
な
お
多
く
の
面
に
お
い
て
課

題
が
指
摘
さ
れ
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
等
と
財
源
の
移
譲
な
ど
ま
だ
ま
だ

不
透
明
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
の
圧
縮
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
、
地
方
に
お
い
て
は
相
当

の
痛
み
を
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
あ
っ
て
、
本
市
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
全
議
員
が
ま
と
ま
っ
て
市
政
に
当
た

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。　

　

私
ど
も
市
議
会
は
、
三
万
四
千
人
余
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
心

を
一
つ
に
合
わ
せ
、
豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

決
意
で
あ
り
ま
す
の
で
、
何
卒
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

全てに誠を尽くし市民から信頼される市政に
滑川市議会議長　　砂 原 　 孝

三万四千市民との協働のまちづくりを
滑川市長　　中 屋 一 博

滑川海洋深層水分水施設（アクアポケット）
がオープン

「時計台の鐘」のレコード発見消防ボランティアとして初の女性
消防団員入団

若田宇宙飛行士が講演アローズ北陸サッカー教室開催 西部小学校校舎増築完成


